
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
配
置

問

盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合

の
介
護
保
険
料
の
改
定
内
容

は
。
ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
職
員
の
配
置
は
間
に

合
う
の
か
。

答

介
護
報
酬
な
ど
の
会
計
が

変
わ
る
こ
と
で
、
現
在
の
３
５

０
８
円
の
基
準
を
上
回
る
。

老
人
福
祉
保
健
関
係
か
ら
介

護
保
険
予
防
な
ど
に
変
わ
っ
た

場
合
、
健
康
相
談
、
機
能
訓
練
、

転
倒
予
防
教
室
は
地
域
支
援
事

業
に
、
介
護
プ
ラ
ン
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
養
成
は
包
括
支

援
事
業
に
、
介
護
用
品
、
お
む

つ
な
ど
の
支
給
や
元
気
回
復
事

業
は
任
意
事
業
に
な
る
。

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

は
、
保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、

主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど

で
、
免
許
を
持
つ
者
や
経
験
者

を
配
置
し
て
計
画
し
た
い
。

職
員
給
与
の
格
差

問

合
併
に
よ
り
、
職
員
給
与

の
基
本
給
格
差
が
あ
る
と
思
う

が
、
統
一
し
た
給
与
の
方
向
性

を
考
え
て
は
ど
う
か
。

答

年
齢
、
役
付
、
特
別
昇
給

な
ど
で
若
干
の
差
異
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
給
与
制
度
の
運

用
は
無
視
で
き
な
い
の
で
、
こ

れ
か
ら
時
間
を
か
け
て
対
応
し

た
い
。

閑
古
鳥
が
鳴
く
総
合
支
所

問

合
併
し
て
２
カ
月
、
安
代
、

松
尾
の
総
合
支
所
は
閑
古
鳥
が

鳴
い
て
い
る
と
い
う
。
本
庁
舎

に
西
根
総
合
支
所
は
い
ら
な
い

の
で
は
。
ま
た
、
庁
舎
建
設
は

無
駄
で
は
な
い
か
。

答

安
代
支
所
は
重
要
な
位
置

づ
け
に
あ
る
。
本
庁
の
出
城
的

な
提
言
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
庁

舎
は
庁
舎
と
し
て
考
え
て
い
き

た
い
。

漆
器
工
房
は
企
業
会
計

問

安
比
塗
漆
器
工
房
は
、
原

材
料
費
で
木
地
な
ど
を
購
入

し
、
漆
器
を
製
作
し
て
販
売
し

て
い
る
が
、
企
業
会
計
と
い
う

形
を
と
る
必
要
は
な
い
の
か
。

答

市
直
営
で
行
っ
て
い
る
が
、

経
営
の
あ
り
方
、
運
営
の
あ
り

方
の
方
法
論
を
検
討
し
た
い
。

販
売
促
進
に
つ
い
て
は
、
宣

伝
や
展
示
会
な
ど
の
開
催
が
必

要
で
あ
る
。
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予
算
委
員
会
の
審
査
か
ら

予
算
特
別
委
員
会
は
、
11
月
８
日
か
ら
11
日
ま
で
の
日
程
で
審
議
さ
れ
た
。

提
出
さ
れ
た
予
算
案
は
、
旧
３
町
村
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
議
会
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
合
併
時

に
お
い
て
未
執
行
分
の
予
算
お
よ
び
合
併
後
の
９
月
か
ら
３
月
ま
で
の
必
要
経
費
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）
ほ
か
９
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

問

平
舘
駅
の
公
衆
ト
イ
レ
の

委
託
先
は
ど
こ
か
。
ま
た
汚
れ

が
目
立
ち
、
管
理
が
不
十
分
と

思
う
が
ど
う
か
。

答

委
託
先
は
、
平
舘
駅
前
の

行
政
区
の
方
へ
委
託
し
て
い
る
。

管
理
に
つ
い
て
は
、
今
後
受
託

者
へ
注
意
を
し
、
指
導
す
る
。

公
衆
ト
イ
レ
が
汚
い

問

第
３
セ
ク
タ
ー
の
社
長
に

は
、
速
や
か
に
新
市
長
が
就
任

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
　
社
長
の
変
更
だ
け
で
は
な

く
、
今
後
の
経
営
の
あ
り
方
を

含
め
て
早
急
に
対
処
す
る
。

第
３
セ
ク
タ
ー
の

社
長
就
任

温
暖
化
の
取
り
組
み

問

温
暖
化
防
止
へ
の
取
り
組

み
で
、
二
酸
化
炭
素
の
削
減
は

ど
の
程
度
か
。

答
　
確
定
値
が
出
て
い
る
旧
西

根
町
の
平
成
16
年
度
の
削
減
量

は
約
49
万
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
率
に

し
て
24
・
２
％
で
あ
る
。

図
書
館
に
専
任
職
員

問

合
併
後
、
図
書
館
専
任
の

正
職
員
を
引
き
上
げ
た
の
は
な

ぜ
か
。

答

現
在
、
司
書
資
格
の
あ
る

方
と
生
涯
学
習
課
の
職
員
が
兼

務
し
て
い
る
。
前
議
会
で
も
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
総
合
的
な
見

直
し
を
し
な
が
ら
引
き
続
き
検

討
し
て
い
く
。

大
更
西
線
の
周
辺
整
備

問

大
更
西
線
の
周
辺
地
域
の

開
発
促
進
の
た
め
、
排
水
、
電

気
、
街
灯
の
整
備
が
必
要
と
思

う
が
ど
う
か
。

答

排
水
に
関
し
て
は
、
国
道

２
８
２
号
線
の
西
側
に
下
水
道

事
業
を
計
画
中
で
あ
る
。
電
気

に
関
し
て
は
、
東
北
電
力
で
対

応
し
て
い
た
だ
け
る
。
街
灯
は
、

設
計
に
な
い
た
め
検
討
が
必
要

で
あ
る
。
防
犯
灯
と
し
て
の
役

割
も
踏
ま
え
て
、
各
方
面
と
検

討
し
た
い
。

除
雪
体
制
は

問

除
雪
の
体
制
に
つ
い
て
伺

う
。

答

今
年
度
は
従
来
の
体
制
で

行
う
。
18
年
度
か
ら
新
体
制
を

検
討
す
る
。

消
防
団
員
の
報
酬

問

３
地
区
の
消
防
団
に
お
い

て
、
分
団
ご
と
の
幹
部
の
人
数

差
が
、
報
酬
の
差
に
な
っ
て
い

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答

基
本
的
に
は
消
防
車
１
台

に
つ
き
１
班
の
体
制
で
、
幹
部

の
人
数
が
増
減
す
る
。
そ
れ
に

伴
っ
て
、
分
団
ご
と
の
報
酬
の

総
額
が
違
っ
て
い
る
。

図
書
館
運
営
委
員
の
委
嘱

問

新
年
度
に
向
け
て
、
図
書

館
運
営
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
を

松
尾
、
安
代
地
区
か
ら
も
委
嘱

す
る
考
え
は
あ
る
か
。
ま
た
、

読
書
指
導
員
の
活
動
内
容
は
。

答

運
営
委
員
会
は
八
幡
平
市

と
し
て
、
広
く
地
域
性
を
持
た

せ
た
形
で
構
成
し
た
い
。
ま
た
、

読
書
指
導
員
の
活
動
は
、
子
ど

も
た
ち
を
対
象
に
、
図
書
館
に

集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
読
書
指

導
を
実
施
し
て
い
る
。

通
学
定
期
の
助
成

問

通
学
定
期
利
用
者
へ
の
助

成
は
、
一
部
の
通
学
者
へ
の
助

成
で
あ
り
、
不
公
平
が
理
由
で

あ
っ
た
。

地
元
高
校
に
独
自
の
補
助
金

を
出
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
通

学
定
期
に
も
平
等
に
助
成
で
き

る
は
ず
だ
。

答

市
の
セ
ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル

的
な
高
校
な
の
で
助
成
し
て
い

る
。
通
学
定
期
へ
の
助
成
は
、

個
人
に
対
す
る
助
成
で
あ
り
、

少
し
違
う
も
の
と
考
え
て
い
る
。

小
型
消
防
ポ
ン
プ

積
載
車
の
更
新
計
画

問

小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
の
更

新
を
ど
う
計
画
し
て
い
る
か
。

答

小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
の
今

年
の
更
新
は
、
安
代
地
区
の
旧

２
分
団
を
計
画
し
て
い
る
。

今
後
の
更
新
計
画
に
つ
い
て

は
、
旧
３
町
村
の
地
区
団
長
、

副
団
長
な
ど
と
協
議
し
て
い
き

た
い
。

学
校
体
育
館
を
木
造
建
設

問

西
根
中
学
校
、
松
尾
中
学

校
の
体
育
館
建
設
は
、
木
造
な

の
か
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
の

定例会

総
額
119
億
円
で
歩
み
出
す

総
額
119
億
円
で
歩
み
出
す

安代漆器工房（安比塗）作業風景

新設される大更西線の建設工事、地域のさらなる発展が期待される

専任の正職員の配置で施設の一層の充実を図るべき



か
伺
い
た
い
。
ぜ
ひ
、
地
元
の

木
材
を
使
っ
た
建
設
を
進
め
て

欲
し
い
。

答

西
根
中
学
校
は
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
実
施
設
計
に
入

っ
て
い
る
。
松
尾
中
学
校
は
、

木
造
建
設
が
経
費
的
に
あ
る
い

は
構
造
的
に
大
丈
夫
と
な
れ

ば
、
そ
の
方
向
で
検
討
し
て
い

き
た
い
。

地
区
自
治
公
民
館
の
運
営
費

問

市
の
負
担
で
運
営
さ
れ
て

い
る
地
区
公
民
館
と
地
区
自
治

会
な
ど
の
経
費
負
担
に
よ
る
公

民
館
が
あ
る
が
、
今
後
そ
の
整

合
性
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

答

合
併
時
に
３
町
村
で
統
一

さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
、
審
議
会
、
議
会
の
意
見
を

踏
ま
え
、
早
急
に
検
討
す
る
。

小
学
生
か
ら
英
語
教
育

問

現
在
、
海
外
留
学
も
一
般

的
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
世
界

の
共
通
語
で
あ
る
英
語
を
早
く

な
じ
ま
せ
る
た
め
、
小
学
校
３

年
生
当
た
り
か
ら
進
め
る
べ
き

で
は
。

答

小
学
校
で
の
英
語
教
育
の

義
務
化
の
よ
う
な
報
道
が
あ
っ

た
が
、
ま
だ
義
務
化
ま
で
い
っ

て
い
な
い
。
い
ろ
い
ろ
論
議
が

あ
る
が
、
周
り
や
推
移
を
見
な

が
ら
、
決
し
て
実
施
し
な
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
見
極
め

た
う
え
で
進
め
て
い
き
た
い
。

準
要
保
護
の
申
請
方
法

問

子
育
て
支
援
の
一
環
で
も

あ
る
準
要
保
護
の
数
と
申
請
手

立
て
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
伺
う
。

答

準
要
保
護
の
数
は
小
学
生

が
１
１
０
人
、
中
学
生
が
71
人

の
合
計
１
８
１
人
で
あ
る
。
保

護
者
に
対
す
る
Ｐ
Ｒ
は
、
各
学

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
や
学
校
だ

よ
り
、
市
広
報
な
ど
で
申
請
の

方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
徹
底
し

た
い
。

都
市
計
画
区
域
の
拡
大

問

現
在
の
都
市
計
画
区
域

は
、
大
更
と
平
舘
地
区
だ
け
で

あ
る
が
、
野
駄
や
柏
台
、
新
町
、

田
山
地
区
な
ど
住
宅
が
多
く
あ

る
場
所
ま
で
区
域
拡
大
す
る
考

え
は
な
い
か
。

答

大
更
駅
東
側
の
開
発
な
ど

の
懸
念
事
項
が
あ
る
が
、
今
後

新
市
計
画
や
総
合
計
画
を
踏
ま

え
、
ま
た
来
年
度
に
は
農
地
振

興
地
域
の
見
直
し
が
あ
る
と
聞

い
て
い
る
の
で
、
そ
れ
と
あ
わ

せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

浄
化
槽
の
寄
付

問

既
設
の
浄
化
槽
の
管
理
に

つ
い
て
、
市
に
寄
付
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
が
回
っ
て
い
る

が
、
状
況
は
。

答

市
へ
の
寄
付
に
つ
い
て

は
、
み
ん
な
で
公
平
感
を
味
わ

う
趣
旨
の
も
と
で
制
度
を
導
入

し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
今
取
り

ま
と
め
の
最
中
で
あ
る
。

水
路
が
無
い
所
の

合
併
浄
化
槽

問

合
併
浄
化
槽
を
設
置
す
る

場
合
、
水
路
が
無
い
所
は
ど
の

よ
う
に
し
て
放
流
す
る
の
か
。

答

今
後
こ
の
事
業
を
推
進
し

て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
水
路

が
無
い
あ
る
い
は
遠
く
な
る
所

は
ど
の
よ
う
に
放
流
す
る
か

は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
早

く
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。西

根
病
院
の
移
転
新
築
・

療
養
費
の
委
任
払
い

問

西
根
病
院
の
移
転
新
築
と

総
合
病
院
化
を
ど
の
よ
う
に
計

画
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
高
額

療
養
費
の
委
任
払
い
制
度
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

答

市
と
し
て
病
院
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
を
県
の
医
療
局
、
郡

医
師
会
な
ど
と
相
談
し
、
十
分

な
議
論
が
必
要
と
思
っ
て
い
る
。

高
額
療
養
費
の
委
任
払
い
制

度
と
は
、
被
保
険
者
が
医
療
機

関
に
支
払
う
１
カ
月
の
一
部
負

担
金
が
自
己
負
担
限
度
額
を
越

え
た
場
合
、
そ
の
該
当
す
る
高

額
療
養
費
分
は
本
来
被
保
険
者

自
ら
が
市
に
申
請
し
、
後
日
市

か
ら
支
払
わ
れ
る
も
の
で
あ
る

が
、
医
療
機
関
に
支
払
い
を
委

任
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
が

医
療
機
関
へ
支
払
う
た
め
、
被

保
険
者
が
医
療
機
関
へ
支
払
う

額
は
、
自
己
負
担
限
度
額
以
内

の
支
払
い
で
済
む
と
い
う
制
度

で
あ
る
。

市
長
交
際
費

問

市
長
の
交
際
費
の
額
は
、

ど
の
よ
う
な
形
で
計
上
さ
れ
た

も
の
か
。

答

旧
３
町
村
の
予
算
の
残
額

を
合
算
し
て
い
る
。
市
長
の
立

場
で
案
内
を
い
た
だ
い
た
市
内

の
行
事
、
葬
祭
な
ど
に
充
て
る

も
の
で
あ
る
。

入
学
前
の
医
療
費
無
料
化

問

子
育
て
世
代
は
、
住
所
変

更
の
多
い
世
代
で
も
あ
る
。
市

の
子
育
て
支
援
と
し
て
保
育
料

が
安
く
、
ま
た
入
学
前
の
医
療

費
が
無
料
化
さ
れ
れ
ば
、
住
所

を
当
市
に
変
え
る
方
も
増
え

る
。
検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答

劇
的
な
解
決
策
は
な
か
な

か
み
い
出
せ
な
い
。
医
療
費
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
無
料
か
ら

２
５
０
０
円
ま
で
の
地
域
差
が

あ
っ
た
が
、
全
地
区
５
０
０
円

と
し
た
の
で
、
２
千
円
安
く
な

っ
た
地
区
も
あ
る
。

短
角
牛
の
振
興
対
策

問

肉
牛
生
産
の
な
か
で
も
、

放
牧
に
適
し
、
肉
質
も
改
良
さ

れ
て
消
費
者
に
も
好
ま
れ
、
評

価
が
向
上
し
て
き
て
い
る
短
角

種
の
振
興
対
策
を
伺
う
。

答

地
域
の
特
性
を
生
か
し
、

七
時
雨
、
安
代
地
区
を
中
心
に

飼
養
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

経
常
収
支
比
率
の
見
解

問

経
常
収
支
比
率
に
対
す
る

見
解
を
伺
う
。

答

経
常
収
支
比
率
は
、
あ
る

一
定
の
線
を
超
え
な
け
れ
ば
よ

い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
今

後
に
お
い
て
は
、
歳
出
の
抑
制
、

施
策
を
推
進
し
て
い
く
う
え
で

の
体
制
な
ど
を
見
直
し
な
が

ら
、
弾
力
的
な
運
用
が
で
き
る

よ
う
な
財
政
運
営
を
基
本
と
考

え
て
い
き
た
い
。
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国際化が進み、英語教育の必要性が増してゆく

浄化槽管理は、流域の水質保全のための重要な業務

少子高齢化が進む中、小児科は、子供たちの健康を守る大きな支えになっている

日本短角牛の飼育は、地域の特性を生かした重要な一次産業の柱です




